
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Integrated Arts and Sciences〉 Regional Sciences (Master’s Degree) — Advanced Studies in Arts and Sciences (理系) [⇒Japanese]

地域科学特別演習 I 8 units (compulsory) 1st-year(whole year), 2nd-year(whole year)

Ken-ichi Nishiyama ·Associate Professor / Fundamental Studies, Regional Sciences

Target〉 修士論文の研究を通じて，地表を構成する岩石が風化によってその物性
を変化していく一連のプロセスと，その結果，斜面につくられた風化帯が豪
雨・地震動により削剥されるプロセスについて研究を進め，論文としてまと
める．

Outline〉 修士論文の研究を通じて，地表を構成する岩石が風化によってその物
性を変化していく一連のプロセスと，その結果，斜面につくられた風化帯が
豪雨・地震動により削剥されるプロセスについて研究を進め，論文としてま
とめる．研究テーマと調査対象フィールドは，院生と相談しながら研究方針
を確立し，研究の進め方を指導する．具体的には西南日本の山地・平野を対
象とし，野外調査と室内分析を平行して進め，得られたデータを総合的に判
断するとともに，研究論文としてまとめる能力を養う．

Keyword〉 rock weathering, physical properties of rocks, landslide
Goal〉 修士論文の研究をとりまとめ，論文を執筆すること．
Schedule〉

1.修士論文の研究着手に当たって必要な基礎知識の確認
2.修士論文の研究着手に当たって必要な日本語文献の収集・整理・精読
3.修士論文の研究着手に当たって必要な英語文献の収集・整理・精読
4.修士論文の研究テーマを決定し，研究方針を確定する
5.修士論文研究の実施 (野外)
6.修士論文研究の実施 (試料採取)
7.修士論文研究の実施 (室内分析)
8.修士論文研究の実施 (データ整理)
9.修士論文研究の実施 (データの統計処理)

10.修士論文研究の実施 (データの統計解析)
11.修士論文研究の実施 (結果の整理)
12.修士論文研究の実施 (データに基づく考察)
13.修士論文研究の実施 (ゼミでの発表)
14.修士論文研究の実施 (学会での発表)
15.修士論文研究のまとめ (1)
16.修士論文研究のまとめ (2)

Textbook〉 なし．個別に指示する．
Reference〉 なし．個別に指示する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218122

Contact〉
⇒ Nishiyama (総科 3号館 2S05, +81-88-656-7239, nisiyama@ias.tokushima-

u.ac.jp) Mail (Office Hour: 月曜日 12時 ∼ 13時)
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